
　古事記や日本書紀に登場する「ヤマタノオロチ伝説」は、
荒れ狂う川を大蛇に見立てた治水の物語ともいわれます。
出雲地方を流れる斐伊川（ヒイガワ）は、かつて洪水を繰り
返す暴れ川で、人々はその猛威を八つの頭を持つ大蛇（オ
ロチ）になぞらえました。素戔嗚尊（スサノオノミコト）がオ
ロチを退治し、体内から「天叢雲剣（アメノムラクモノツルギ）
…のちの草薙剣 (クサナギノツルギ）」を得たという神話は、
荒ぶる川を鎮める治水事業を象徴しているといわれていま
す。同じように、全国には川の洪水を竜や大蛇の姿で語り
継ぐ民話が多く残ります。土岐地区の「櫻堂伝説」もその
一つと思われ、村人を苦しめる大蛇を月吉・日吉の二人の
若者が退治する物語として伝わっています。荒れ狂う川（土
岐川）の姿を大蛇に重ね、人々が自然の脅
威と戦ってきた歴史が民話として伝わったもの
かも知れません。
　瑞浪市が公開する土岐川の洪水ハザード
マップを見ると、赤色やオレンジ色の浸水が想
定される地域は、驚くほど広範囲にわたるこ
とが分かります。もしかするとこの地域は、過
去に土岐川による浸水被害があった地域なの
かも知れません。
　月吉・日吉が大蛇を鎮めた霊力は、現代
の治水技術として受け継がれ、私たちは土岐
川の近くに安心して住めるようになりました。
しかし、ハザードマップが示すように、土岐川
はいつ暴れ出すか分からない「眠れる大蛇」
の可能性もあります。
　櫻堂薬師に伝わる大蛇退治の民話は、土
岐川の洪水災害史を後世に伝える “地域の
記憶” なのかも知れません。
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　６月１４日 ( 日 )、益見白山神社の小栗
宮司さんにより益見地区の水神様のご遷
座の神事が執り行われました。土岐川沿
いの前の場所から、中切地蔵菩薩のお隣
に移られました。神事の際には、益見地
区の役員や地域住民が参加されました。
水神様の石碑には「文久元酉冬」と刻ま
れており、文久元年（1861）の冬に建立
されたものであることが分かります。今
後はこの地で中切地蔵菩薩様と共に地域
をお見守りいただけることと思います。

　5月 23 日 ( 土 )、草刈り女子育成教室の復習教室が、
土岐小学校会議室と土岐川右岸河川敷で実施されまし
た。過去の草刈り女子育成教室受講生の中で、さらに
草刈り技術を高めたいと思う一期生、二期生、三期生
の計 8 人の卒業生が参加しました。この復習教室の受
講者は、「電動草刈り機の操作技術を磨くこと」以上に
「同じ志を持った仲間と出会え、一緒に活動できる喜び」
を感じられることや、今後の草刈りなどの奉仕活動へ
参加する楽しさに意欲を高められている方も多かった
ようです。
　今年も9月27日（日）に第４回目となる「草刈り女
子育成教室」を開催の予定です（8 月号本紙の差し込み
に詳細や申し込み手続きが載っています）。あなたも「草
刈り女子育成教室」に参加して、新しい草刈り活動の
仲間づくりや自分の手で電動草刈機を操作し地域を美
しくすることの楽しさを味わってみませんか。

　5月25日 (月 )、晴天に恵まれ、きなぁ
た瑞浪横の JA とうと体験農場で土岐小
学校の 5 年生 51 名が田植え体験を行い
ました。とうぶ営農・JAとうと・県東濃
農林事務所の皆さんの支援を受けて田ん
ぼ一面に苗を植えました。手植え体験の
後、一部の児童は、田植え機に乗せても
らいました。夏のような暑い日だったので、
田んぼの水や土が気持ちよく、子どもたち
は「気持ちいい、楽しい」と言いながら
田植えを楽しんでいました。秋には、たわ
わに実った稲を刈る予定です。

  5 月25日 (月 )、悪天候で延期されてい
た瑞浪北中学校の体育大会が開催されま
した。平日にもかかわらず多くの保護者や
地域の皆さんが応援に訪れ、生徒たちは
仲間の声援を力に、全力で競技に取り組
みました。30日(土)には、夏を思わせるほ
どの晴天のもと、土岐小学校でも運動会
が行われました。家族の温かい声援を受け、
児童たちは笑顔で汗を輝かせながら懸命に
走り、演技を披露しました。子どもの減少
が心配される中でも、一生懸命に取り組む
子どもの姿は地域に元気と希望を与えてく
れるものでした。

　6 月 7 日 ( 日 )、土岐地区の
住民約５１０人（市全体約３６００人）
が参加して「第50回土岐川河川
清掃」が行われました。地域住
民や中高校生、事業所のボラン
ティアなど多数の住民が参加し、
土岐川周辺の草刈りやゴミ拾い
が行われました。草刈り女子１１
名も土岐小学校周辺の草刈りに
参加し、大活躍でした。作業後
の草刈り女子の交流会では、草
刈り女子同士や地域とのつながり
が広がることに対する喜びの報告
がありました。

　６月１４日、総合文化センターで瑞浪市主張大
会が開催され、土岐地区からは土岐小６年の小栗
芽子（おぐり めいこ）さんと瑞浪北中３年の小木
曽愛依（おぎそ めい）さんが出場しました。土岐
小の小栗さんは、「瑞浪市の災害防災を考える」と
題して発表。日頃の備えの大切さや意識を高める
工夫について、自身の経験を交えて語りました。
　北中の小木曽さん（土岐小出身）は「速さの中で、
立ち止まる」として、タイパ（短い時間で高い成
果や満足度が得られること）優先で急ぐことが当
たり前の社会に疑問を投げ掛け、時にはゆっくり
立ち止まることで速さだけでは見えないものを得
られることを強く語りました。小木曽さんは市最
優秀賞を受賞し、東濃選考会でも代表に選ばれて
県大会出場が決まりました。
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